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奥お
く

小お

ば

た
波
田
古
墳
群
出
土
の
須す

え

き
恵
器

　
　
　
　
　
　
（
中
友
生
・
ゆ
め
が
丘
）

　

須
恵
器
は
青
灰
色
の
硬
く
焼
き
し
ま
っ
た
素
焼
き

の
焼
き
物
で
、
５
世
紀
初
め
に
朝
鮮
半
島
か
ら
技
術

が
伝
わ
り
生
産
が
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

５
世
紀
後
半
か
ら
６
世
紀
に
か
け
て
集
落
跡
や
古
墳

か
ら
の
出
土
数
が
増
加
し
ま
す
。
奥
小
波
田
古
墳
群

で
は
様
々
な
形
を
し
た
６
世
紀
代
の
須
恵
器
が
出
土

し
て
い
ま
す
。

大山田西保育園　芋汁会
　１２月１７日、大山田西保育園で芋汁
会を行いました。
　大山田西保育園は、今年度から新園舎
に移りましたが、畑には大きい石がたくさんあって大変でした。
そのため、園児のおじいさんやおばあさん、お母さんたちと「畑
ともだち」として、一緒に畑を耕してきました。
　今回は、にんじん、大根、白菜、サトイモを収穫して、芋汁を
食べました。参加した畑ともだちは「子どもたちは自分で収穫し
たので、家よりたくさん食べています。子どもたちと食べると楽
しい」と話しました。　　　　　　　　　　　　　( 今月の表紙） 

　

杯
⑴
は
、
５
世
紀
代
と
比
べ
、
口
縁
部
が
大
き
く
、

仕
上
げ
が
粗
く
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
須
恵
器
の
生

産
数
が
増
加
し
た
こ
と
を
示
し
ま
す
。
こ
う
い
っ
た

量
産
化
の
中
で
高た

か
つ
き杯
⑵
は
脚き

ゃ
く
が
、
ハ
ソ
ウ
⑶
は
頸け

い
ぶ部

が
や
や
長
く
な
り
、
逆
に
高
杯
の
杯つ

き
ぶ部
や
ハ
ソ
ウ
の

体た
い
ぶ部
が
小
さ
く
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。
一
方
で
、

奥
小
波
田
古
墳
群
で
は
小
型
化
し
た
吊
手
の
な
い
提て

い

瓶へ
い

⑷
や
器き

台だ
い

⑸
、
脚

き
ゃ
く
つ
き付
壺こ

⑹
も
出
土
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
須
恵
器
が
日
常
用
と
し
て
普
及
す
る
と
と

も
に
、
祭
儀
用
に
特
注
さ
れ
た
製
品
が
見
ら
れ
る
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

図
で
表
し
た
須
恵
器
は
城
之
越
学
習
館
（
入
館
料

２
０
０
円
）
で
実
施
中
の
ミ
ニ
企
画
展
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
文
化
財
室　
　
　

☎
22
・
９
６
８
１

伊
賀
市
の
文
化
財  

31

口縁部
　↓

杯部
↓

←脚部

⑴

⑵⑶

⑷

⑸
⑹

←頸部

←体部

▲出土した須恵器（１～４は１：６、５・６は１：１０）

▲奥小波田１号墳全景（北西から）


